
その他事業

障がい福祉
サービス事業

その他事業

環境経営
コンサルティング
事業

エ ン ビ プ ロ グ ル ー プ の 事 業

資源循環
事業

グローバル
トレーディング
事業

リチウムイオン
電池リサイクル
事業



株式会社 NEWSCON

事業の全体像

株式会社 エコネコル

株式会社 クロダリサイクル

株式会社 しんえこ

株式会社 東洋ゴムチップ
※持分法適用関連会社

34.0%

62.2%

3.0% 0.8%

63.6%9.0%

4.0%

23.4%

廃棄物や資源物のリユース・リサイク
ル・リマニュファクチャリングを進め
ることで、限られた資源の有効活用と
廃棄物の削減に取り組むとともに、
廃棄物から再生原材料を製造し、新
たな価値を世の中に提供しています。

日本を含めた世界各地で発生する
金属スクラップ・その他資源物を多
国間で流通させるとともに、お客様
のニーズに合わせた中古車等の輸
出代行サービスを提供しています。

リチウムイオン電池をはじめとする
充電式電池のリサイクルを通じて、
コバルト、ニッケル、リチウムなどの
レアメタルを回収することで限りあ
る資源の有効活用に貢献していま
す。電池�to�電池のクローズドルー
プの実現を目指しています。

株式会社 VOLTA

障がいのある方の就業や地域生活
などにおける自立をサポートする
「障がい福祉サービス事業」と、企業
の環境戦略・GHG排出量削減計画
の支援などを行う「環境経営コンサ
ルティング事業」を展開しています。

障がい福祉サービス事業

株式会社 アストコ

セグメント利益19億円

売上高 491億円

資源循環事業 グローバルトレーディング事業

リチウムイオン電池リサイクル事業 その他事業 障がい福祉サービス事業
環境経営コンサルティング事業

日東化工 株式会社

株式会社 アビヅ※

株式会社 富士エコサイクル※

環境経営コンサルティング事業
株式会社 
ブライトイノベーション

株式会社 サイテラス

事業別構成

売上構成比

セグメント利益
構成比

（2023年6月期）
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日東化工（株）が当社グループ入り

2023年4月、工業用ゴム製品や樹脂製品等の製造販売事業を行う日
東化工（株）の株式を取得し、当社連結子会社となりました。

▷P19へ

秋田ノーザンハピネッツとコラボした
資源回収ステーションを秋田市で開始

バスケットボールBリーグで活躍中の「秋田ノーザンハピネッツ」とコラボした資源回収ステー
ション「もったいないBOX」を秋田県秋田市に新設しました。			 ▷P18へ

オリジナル絵本『ぼくの手は魔法の手』を出版

2023年6月、（株）しんえこ、（株）アストコが絵本『ぼくの手は魔法の手』を出版しました。			 ▷P41へ

茨城県内にリチウムイオン電池（LIB）リサイクル工場用地、
建物を取得し処理能力3倍を目指す

2023年3月、茨城県ひたちなか市にLIBリサイクル工場の新拠点として土地・建物を取得しました。
処理能力が5,000t規模のブラックマス（BM）※製造工場を建設するため、稼働中の処理能	
力2,500t規模	
の既存工場と
合算で3倍の
7,500tの処理
能力となります。

▷P24へ

中期経営計画の公開

2022年8月、ローリング方式にて中期経営計画の連結数値目標を見
直しました。変化の激しい市況環境に柔軟に対応するため、引き続
き2023年8月にも5カ年の中期経営計画（中計2028）を策定してい
ます。			 ▷P10へ 	

物流代行事業を担う（株）サイテラスを設立

2022年9月、当社が100%出資し（株）サイテラスを設立しました。
2023年1月に（株）3WMの物流代行事業を承継し営業を開始しま
した。			 ▷P22へ

東京大学村上進亮研究室と脱炭素に向けた取り組みを見える化する共同研究

当社グループの各リサイクル処理工程で排出される
GHG排出量を測定し、取引先に提供可能な1次デー
タの把握を目指して共同研究を開始しました。現在
のRE100工場※1で行われているリサイクル処理と、
従来の化石燃料由来の電気を使用したリサイクル
処理を比較した場合のGHG排出量の差を定量的に
評価しました。

省エネ法・温対法報告対応のアドオンを開発

（株）ブライトイノベーションは、Salesforce	Net	Zero	Cloudで管理されたエネルギー使用量
データを省エネ法・温対法の定期報告に対応することが可能なアドオン・アプリケーションを（株）
ウフルと開発しました。定期報告作成の業務負荷軽減に貢献します。

ハイライト

※	ブラックマス
（BM）：コバルト、
ニッケル、リチウ
ムの濃縮滓

GHG排出量の定量評価のイメージ	※2

原料調達

製造

輸送
使用

再資源化

従来工場に
よる再資源化

RE100 工場に
よる再資源化

積極的な成長投資によるLIBリサイクルの処理能力増大

2018 2024 2025 2027
0

5,000

10,000

15,000
LIB処理能力（t）

静岡工場稼働

茨城工場稼働

関西工場稼働

海外工場稼働

2,500t

+5,000t

+5,000t

+1,500t
14,000t = 2027年に発生するLIB工程廃材の30％に相当
各工場の合計処理能力

※1		使用電力が100%再生可能エネルギー由来である工場
※2		2022年8月26日公表の、東京大学大学院村上進亮研究室との共同
研究のお知らせより
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